


































れたアンケート調査への協力をすると共に 平成 10年度から 3ヶ年の生息調査計画立
案段階において学術機関代表として参画し 計画策定に向けて各種の情報提供と調査方
















キノワグマによる森林被害の実態打);林業と薬剤 第 141号， 6--16， 1997.9 
2) 門脇正史・遠藤徹・杉山昌典・滝浪明・大野建夫:筑波大学井JlI演習林におけるツ





























































































































































































































































































































































































研究を行っている o 不溶性のリン酸化合物であるフィチン合成遺伝子を入手したa これ
を，イネ以外の例えばホテイアオイなどの葉で強く発現させ，不溶性のつン酸化合物を
植物体内に大量に蓄積する植物を創出する計留でさる。
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( 2 ) ) 
交付金額 1， 700千円
14.瀬能誠之(代表) 交付年度平成 9年---11年度




究 (C) (2)) 
交付金額 200千円










19.栃木紀郎(代表者) 交付年度 平成 9年---10年度
課題 新材料の強度特性値に基づく丸のこ切断加工における所要動力の算出
交付金額 1，100千円 (総額 2000千円)
20.富田文一郎(代表) 交付年度 平成8-9年度
? ? ? ?「































































































交付金額 6，700千円 (総額 6，9395千円)
日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業(プロジ、エクトリーダ一山谷知行(東北
大学農学部)) 
21.藤村達人
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課題 地域資源開発における新規技術の投入
交付金額 2，095千円
株式会社金沢花芥流通センターとの共同研究
22.前JI孝紹(代表)
課題 メタン菌の低温思1ヒおよび有機酸の分解能力向上に関する基礎研究ダイ
シン設計)
交付金額 3，352千円
23.前1孝昭(代表)
課題 地域資源開発における新規技術の投入((槻:金沢花芽流通センター)
交付金額 2，000千円
24.前1孝昭(代表)
課題 エコテクノロジーによる高度な硝化・脱窒技術の開発(ロングソルトインタ
ナーショナル(株))
交付金額 6，822千円
25.前1孝昭(代表)
課題 低温メタン菌の集積装置に関する研究(生研機構)
交付金額 5，500千円
26.前1孝昭 (代表)
課題 微生物の機能強化による水環境修復技術の確立のための戦略
的基礎研究 (科学技術振興事業団)
交付金額 13，821千円
27.前JI孝昭(代表)
課題拠点大学方式学術交流 (日本学術振興会)
交付金額 10，250千円
「 。
4-4 研究誰進(農林工学系サロンなど)
佐竹E差額 食料プロセスへのコンヒュータサイエンスの応用 2月13日実施
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